
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
四
十
一
號
　
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
　
拔
刷

淸
　
水
　
則
　
夫

十
八
世
紀
日
本
の
「
正
名
」
―
朱
子
學
者
を
中
心
に

―



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
四
十
一
號

（ 52 ）

１
、
は
じ
め
に

十
八
世
紀
の
日
本
で
「
正
名
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
正
名
」
以
外
に
も
「
名
分
」
や
「
稱
謂
」
も

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
た
め
、
論
題
の
よ
う
に
「
正
名
」
の
一
語

を
以
っ
て
こ
れ
ら
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
は
抵
抗
も
あ
る
が
、
と
も
か

く
先
行
硏
究（

１
）が
着
目
し
た
よ
う
に
、
一
連
の
議
論
が
存
在
し
た
こ
と
は

事
實
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
こ
れ
ら
を
「
正
名
」
と
槪
括
し

た
う
え
で
、「
名
分
」
や
「
稱
謂
」
に
つ
い
て
も
檢
討
し
た
い
。

「
正
名
」
が
『
論
語
』
に
由
來
す
る
こ
と
は
週
知
の
通
り
で
あ
る（

２
）。

孔
子
は
、
も
し
も
衞
の
政
治
を
任
さ
れ
た
な
ら
、
名
を
正
す
こ
と
が
先

決
だ
と
述
べ
た
。
こ
の
章
の
解
釋
で
、
古
註
と
新
註
に
大
き
な
相
違
は

見
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
敢
え
て
言
え
ば
、
古
註
は
禮
樂
の
說
明
に
言

葉
を
費
や
す
の
に
對
し
、
新
註
で
は
名
と
實
の
對
應
に
重
點
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。
當
然
な
が
ら
こ
の
一
節
は
、
そ
の
後
の
議
論
に
强
い
影

響
を
殘
し
た
。

近
世
日
本
に
目
を
轉
じ
れ
ば
、
主
と
し
て
十
八
世
紀
半
ば
以
降
、「
正

名
」
を
タ
イ
ト
ル
に
含
む
、
乃
至
關
連
す
る
問
題
を
扱
う
資
料
が
多
く

出
現
し
た（

３
）。

先
行
硏
究
は
こ
の
歷
史
的
事
實
に
着
目
し
た
も
の
で
、
そ

れ
ら
の
硏
究
は
對
𧰼
や
問
題
意
識
に
多
數
の
共
通
點
を
持
つ
一
方
、
相

違
點
も
か
な
り
多
く
、
た
と
え
ば
「
正
名
」
と
は
何
か
と
い
っ
た
基
本

的
な
事
柄
は
も
と
よ
り
、
關
連
問
題
の
範
圍
を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る

か
と
い
っ
た
點
に
も
、
一
致
し
た
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い（

４
）。
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と
こ
ろ
で
先
行
硏
究
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
後
期
水
戶
學
や
近
代
以

降
の
日
本
の
國
家
主
義
に
連
續
す
る
と
み
る
傾
向
が
あ
る（

５
）。「

名
分
」

と
歷
史
敍
述
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
籘
田
幽
谷
に

「
正
名
論
」
の
著
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
え
ば
、
こ
う
し
た
見
方
に

も
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
問
題
も
あ
る
。
た

と
え
ば
後
世
に
對
す
る
影
響
に
註
目
が
集
ま
る
一
方
で
、
飜
っ
て
前
代

と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
學
派
批
判
を
契
⺇
と
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
踏
み
込
ん
だ
檢
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い（

６
）。「

正
名
」
で
の
徂
徠
學
派
の
扱
い
は
、
從
前
の
徂
徠
學
派

批
判
と
比
較
し
て
ど
ん
な
特
徵
を
有
す
る
か
、
等
は
な
お
不
明
な
ま
ま

で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
正
名
」
と
は
、
あ
る
儒
者
な
り
思
想
家
の
個
人
名
に
歸

す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
風
潮
に
近
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、
何
ら
か
の
規
定
を
案
出
し
て
も
そ
れ
は
傾
向
を
示
す
程
度
に
と
ど

ま
り
、
嚴
密
な
定
義
を
下
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
は
い
え
、
當
該
期

以
降
「
正
名
」
が
徐
々
に
註
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
實

を
、
前
後
の
時
期
も
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
、
思
想
史
的
に
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
の
か
は
大
き
な
課
題
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
の
目
的
も
こ
こ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
行
す
る
議
論
と
の
關
係

を
踏
ま
え
つ
つ
「
正
名
」
に
一
定
の
規
定
を
提
示
し
、
よ
り
嚴
密
な
思

想
史
的
な
位
置
づ
け
を
與
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
特
に
朱

子
學
者
に
註
目
す
る
。

朱
子
學
者
を
主
軸
に
据
え
る
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
利
點
が
あ
る
。

第
一
に
、
先
行
す
る
朱
子
學
者
の
思
想
や
徂
徠
學
派
批
判
と
比
較
す
る

こ
と
で
、「
正
名
」
が
ど
の
よ
う
な
點
で
新
し
い
か
を
明
確
に
で
き
る
。

「
正
名
」
の
擔
い
手
に
も
數
多
の
朱
子
學
者
が
含
ま
れ
、
後
述
す
る
よ

う
に
彼
ら
は
先
行
す
る
朱
子
學
者
を
し
ば
し
ば
批
判
す
る
か
ら
、
そ
の

點
で
も
恰
好
の
比
較
對
𧰼
と
言
え
る
。
第
二
に
、
先
行
す
る
朱
子
學
者

の
思
索
の
系
譜
上
に
「
正
名
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

先
行
す
る
朱
子
學
者
と
「
正
名
」
に
は
明
白
な
違
い
が
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
前
代
の
發
展
的
繼
承
と
見
ら
れ
る
面
が
あ
り
、
思
想
史
的
敍
述
が

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
角
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
必
ず
や
有
益
で

あ
ろ
う
。

本
稿
の
問
題
意
識
は
以
上
で
あ
る
。
以
下
、
具
體
的
な
檢
討
に
移
り

た
い
。

結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、「
正
名
」
と
は
、「
十
八
世
紀
半
ば
以

降
の
日
本
に
お
い
て
、
徂
徠
學
派
へ
の
反
發
を
前
提
に
、
政
治
的
／
衟

德
的
に
正
し
い
措
字
を
主
題
と
す
る
議
論
」
と
捉
え
る
こ
と
を
提
唱
し

た
い
。
そ
の
特
徵
は
、
措
字
に
着
目
し
て
「
名
」
を
「
正
」
す
こ
と
が

目
指
さ
れ
た
點
に
あ
る
。「
正
名
」は
措
字
を
重
點
に
据
え
た
こ
と
で
、
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從
前
か
ら
存
し
た
學
派
閒
對
立
構
圖
を
刷
新
し
た
。
こ
う
し
た
「
正

名
」
は
、
種
々
の
點
で
十
八
世
紀
前
半
の
儒
者
た
ち
の
課
題
を
克
服
す

る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
思
想
の
發
展
的
繼
承
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
、「
正
名
」
の
新
し
さ

ま
ず
「
正
名
」
が
如
何
な
る
點
で
新
し
い
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
正
名
」
が
徂
徠
學
派
批
判
と
深
い
關
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
既
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
漢
詩
文
に
お
い
て
日

本
の
事
物
を
表
現
す
る
際
の
措
字
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
行
す
る
徂
徠

批
判
と
は
異
な
る
も
の
で
、
そ
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
も
の
こ
そ
文

字
、
す
な
わ
ち
「
名
」
へ
の
着
目
で
あ
っ
た
。

先
に
、「
正
名
」
を
「
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
徂

徠
學
派
へ
の
反
發
を
前
提
に
、
衟
德
的
／
政
治
的
に
正
し
い
措
字
を
主

題
と
す
る
議
論
」
と
捉
え
た
い
と
述
べ
た
。
こ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

「
正
名
」
が
初
め
て
世
に
問
わ
れ
た
資
料
は
、
管
見
の
範
圍
で
は
留
守

希
齋
（
一
七
〇
五
～
一
七
六
五
）
の
『
稱
呼
辨
正
』（
寶
曆
七
年
〔
一
七
五

七
〕
刋
）
と
思
わ
れ
る（

７
）。
以
下
、
同
書
を
中
心
に
他
の
資
料
を
も
參
照

し
つ
つ
、「
正
名
」
が
ど
の
よ
う
な
點
で
新
し
い
の
か
を
檢
討
す
る
。

ま
ず
徂
徠
學
派
批
判
の
實
例
を
確
認
し
た
い
。
希
齋
は
江
戶
と
京
都

を
「
東
都
」「
西
都
」
と
表
現
す
る
儒
者
は
、
德
川
家
が
實
踐
し
て
い

る
「
君
臣
名
分
の
義
」
を
亂
す
も
の
だ
と
述
べ
て
、
太
宰
春
臺
を
斷
罪

す
る
。
こ
れ
は
「
正
名
」
に
お
け
る
徂
徠
學
派
批
判
の
典
型
で
、
批
判

は
あ
く
ま
で
措
字
に
向
け
ら
れ
る
。

近
世
文
人
、
江
戶
を
指
し
て
東
都
と
稱
し
或
い
は
江
都
と
稱
す
。

又
た　

平
安
城
を
指
し
て
西
都
と
稱
し
或
い
は
西
京
と
稱
す
。
西

は
是
れ
東
に
對
す
る
の
詞
、
天
下
を
兩
分
す
る
者
の
如
し
、
甚
だ

謂
は
れ
無
き
也
。
恭
し
く
惟
み
れ
ば
、　

灞
府
世
よ　

王
室
を
尊

ぶ
こ
と
至
れ
り
、
嗣
立
の
際
每
に
、
必
ず
將
軍　

宣
下
を
俟
ち
て

而
る
後
位
定
ま
る
。
君
臣
名
分
の
義
、
確
乎
と
し
て
拔
く
可
か
ら

ざ
る
、
夫
れ
是
く
の
如
し
。
然
る
に
儒
者
反
り
て
之
を
亂
す
、
豈

に
怪
し
か
ら
ず
哉
。
甚
し
き
者
は
、
太
宰
純
が
如
き
、　

天
子
を

稱
し
山
城
天
皇
と
曰
ひ
、
敕
使
を
聘
使
と
曰
ふ
【
記
に
云
は
く
、

諸
侯
大
夫
を
し
て
諸
侯
に
違
問
は
し
む
る
を
聘
と
曰
ふ
、
と
】
其

の
意
蓋
し
漢
代
諸
侯
王
に
比
ぶ
る
耶
。
悖
逆
の
賊
、
其
の
罪
死
を

容
れ
ざ
る
こ
と
必
せ
り（

８
）。

希
齋
の
『
稱
呼
辨
正
』
が
徂
徠
學
派
批
判
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い

た
こ
と
は
、
希
齋
の
自
序
や
梁
田
蛻
巖
（
一
六
七
二
～
一
七
五
七
）
の
序
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文
か
ら
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
同
書
は
一
貫
し
て
稱
呼
を
主
題
に
議
論

を
展
開
し
て
措
字
を
問
題
に
し
て
い
る
點
が
新
し
い
。
實
際
、
朱
子
學

者
な
ら
確
實
に
反
發
す
る
は
ず
の
徂
徠
に
よ
る
朱
子
學
批
判
（
衟
は
天

地
自
然
の
衟
で
は
な
い
、
氣
質
は
變
化
し
な
い
等
）
は
、『
稱
呼
辨
正
』
を

通
讀
し
て
も
一
切
言
乁
さ
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
希
齋
の
立
場
は
、

舊
來
の
朱
子
學
對
徂
徠
學
と
い
う
學
派
閒
の
對
立
構
圖
の
單
純
な
繼
承

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
稱
呼
辨
正
』
が
舊
來
の
學
派
閒
對
立
と
區
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
他

の
點
か
ら
も
論
證
で
き
る
。
同
書
が
引
用
す
る
三
つ
の
資
料
、
淺
見
絅

齋
（
一
六
五
〇
～
一
七
一
一
）「
稱
呼
辨
」、
鈴
木
貞
齋
（
一
六
七
五
～
一
七

四
〇
）「
辨
伊
籘
維
楨
號
仁
齋
」（

９
）、

伊
籘
東
涯
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）

『
刋
謬
正
俗
』
に
註
目
し
よ
う
。

ま
ず
淺
見
絅
齋
「
稱
呼
辨
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
希
齋
は
こ
れ
を

『
稱
呼
辨
正
』
の
冐
頭
で
引
用
し
て
い
る（

（1
（

。
絅
齋
が
こ
れ
を
書
い
た
時

期
は
不
明（

（1
（

だ
が
、
生
沒
年
か
ら
考
え
て
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初

頭
の
閒
と
な
る
。
そ
の
內
容
は
や
は
り
、
漢
詩
文
に
お
い
て
日
本
の
事

物
を
中
國
風
に
表
現
す
る
こ
と
に
對
し
、「
非
名
分
之
正
」、「
亂
名
實
」

や
「
犯
名
敎
之
罪
」
な
ど
と
批
判
す
る
も
の
で
、
そ
の
限
り
で
は
「
正

名
」
の
議
論
を
先
取
り
す
る
も
の
と
の
評
が
あ
る（

（1
（

の
も
頷
け
る
。

と
こ
ろ
で
「
稱
呼
辨
」
と
類
似
の
言
が
絅
齋
の
『
箚
錄
』
に
見
え

る
。
こ
こ
で
も
絅
齋
は
稱
呼
の
亂
れ
を
指
摘
し
名
分
の
重
要
性
を
强
調

す
る
が
、
興
味
深
い
の
は
『
箚
錄
』
で
は
伊
籘
仁
齋
が
直
接
の
批
判
對

𧰼
と
な
っ
て
い
る
點
で
あ
る
。

頃
日
誰
ト
ナ
ク
儒
者
ノ
書

等
ニ
、
東
武
ノ
コ
ト
ヲ
東
都
ト
書
ク

者
ア
ル
コ
ソ
名
分
第
一
ノ
誤
、
三
綱
五
常
ノ
旨
ヲ
失
ヒ
、
其
上
御

當
家
ヘ
對
シ
テ
天
子
ヲ
崇
マ
ヘ
奉
リ
玉
フ
旨
ニ
モ
背
ケ
ル
罪
人
ト

云
フ
ベ
シ
。
…
…
文
字
ノ
コ
ト
ニ
テ
歷
々
ノ
忠
臣
義
士
骨
ヲ
碎
キ

身
ニ
易
ヘ
テ
爭
ヒ
タ
ル
コ
ト
…
…
能
々
考
フ
ベ
シ
。
…
…
兔
ニ
モ

角
ニ
モ
、
三
綱
五
常
ノ
學
ト
云
フ
コ
ト
暗
ク
ナ
リ
、
只
孝
弟
忠
信

〳
〵
ト
云
フ
恍
惚
ケ
タ
ル
心
學
者
、
仁
齋
ガ
流
ヒ
、
圭
角
ヲ
刓
シ

義
理
ノ
筋
目
ナ
シ
ニ
殊
勝
ニ
云
ヘ
バ
（
後
略
）（

（1
（

絅
齋
の
場
合
、「
稱
呼
辨
」
も
『
箚
錄
』
も
措
字
に
着
目
し
つ
つ
「
名

分
」
を
主
張
す
る
が
、
徂
徠
を
意
識
し
て
い
た
形
跡
は
見
當
た
ら
ず
、

『
箚
錄
』
で
は
む
し
ろ
仁
齋
が
名
指
し
で
批
判
さ
れ
て
い
た
。
希
齋
は

こ
の
同
門
の
大
先
輩
の
言
を
、
自
身
の
徂
徠
批
判
に
轉
用
し
た
こ
と
に

な
る
。
同
じ
趣
旨
の
論
か
ら
、
異
な
る
主
張
が
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。同

樣
の
事
態
が
、
鈴
木
貞
齋
「
辨
伊
籘
維
楨
號
仁
齋
」
の
引
用
に
も
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見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
成
立（

（1
（

で
、
貞
齋
は
「
仁
」

字
が
天
皇
の
諱
に
長
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
據
に
、
仁
齋
が
「
名

分
之
大
義
」
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
希
齋
は
貞
齋
の
論
を
全
文
引
用

す
る（

（1
（

が
、
そ
れ
は
仁
齋
を
批
判
す
る
た
め
で
は
な
く
、
貞
齋
が
論
證
過

程
で
諱
に
觸
れ
て
い
る
點
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
貞
齋
の
引
用
が

『
稱
呼
辨
正
』
の
「
存
名
神
諱
第
八
」
と
題
す
る
節
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
、
希
齋
の
意
圖
を
證
明
し
て
い
る
。
先
行
す
る
仁
齋
批
判
は
、

希
齋
に
よ
っ
て
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
し
、
そ
れ
を
可
能
に
し

た
も
の
は
「
正
名
」
で
あ
っ
た
。

同
じ
こ
と
が
『
刋
謬
正
俗
』
に
も
言
え
る
。
同
書
は
元
祿
三
年
（
一

六
九
〇
）、
東
涯
二
十
一
歲
の
著
だ
が
、
出
版
は
寬
延
戊
辰
（
元
年
、
一

七
四
八
）
で
あ
っ
た
。
東
涯
は
同
書
で
稱
呼
や
名
物
に
關
す
る
世
俗
の

誤
り
を
考
證
的
に
是
正
す
る
。
つ
ま
り
は
文
字
の
正
し
い
用
法
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
本
で
、
成
書
の
時
期
か
ら
言
っ
て
も
徂
徠

へ
の
意
識
は
な
い
。
希
齋
は
『
刋
謬
正
俗
』
に
好
意
的
で
、
同
書
を
た

び
た
び
肯
定
的
に
引
用
し
、
し
か
も
「
論
議
明
正
」
で
「
名
分
の
大

體
」
を
知
る
と
評
價
し
て
も
い
る
。

友
信
謂
へ
ら
く
、
伊
籘
氏
著
す
所
の
刋
謬
正
俗
、
論
議
明
正
、
名

分
の
大
體
を
知
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の
義
を
攄
發
す
る
能
は

ず
。
但
し
西
土
を
指
し
中
華
と
稱
し
中
國
と
稱
す
る
は
誤
也
。

…
…
明
の
朱
舜
水
吾
が　

國
に
來
徃
し
、
故
國
を
指
し
て
唐
山
と

稱
し
中
華
と
稱
せ
ず
、
禮
を
知
る
と
謂
ふ
可
き
也
。
然
る
に
倭
儒

反
り
て
名
分
を
亂
す
、
怪
し
む
可
き
の
甚
だ
し
。（

（1
（

絅
齋
と
貞
齋
の
仁
齋
批
判
は
既
に
見
た
と
お
り
で
、
希
齋
も
崎
門
の
儒

者
で
あ
る
以
上
、
伊
籘
家
の
學
を
許
容
す
る
は
ず
は
な
い
が
、
し
か
し

『
刋
謬
正
俗
』
に
は
好
意
的
で
、
稱
贊
さ
え
し
て
い
る
。
上
引
の
資
料

は
東
涯
を
批
判
し
て
も
い
る
が
、
そ
れ
は
「
中
華
」「
中
國
」
と
い
う

措
字
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、『
稱
呼
辨
正
』
と
い
う
著
作
の
論
理
は
少

し
も
破
綻
し
て
い
な
い
點
を
見
迯
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
正
名
」
が
舊
來
の
學
派
閒
對
立
構
圖
を
刷
新
し
た
、
と
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
、
希
齋
は
措
字
と
い
う
基
準
を
も
と
に
、
他
學
派
に
も

是
々
非
々
の
態
度
で
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
徂
徠
と
仁
齋
の
雙
方
に
批
判

的
な
朱
子
學
者
は
多
數
い
た
か
ら
、
希
齋
も
舊
來
の
學
派
閒
對
立
の
枠

組
み
に
基
づ
い
て
、
徂
徠
と
仁
齋
と
を
竝
べ
て
朱
子
學
の
敵
と
し
て
批

判
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
し
か
し
希
齋
は
「
正
名
」
と
い
う

視
座
か
ら
措
字
に
註
目
し
た
こ
と
で
議
論
の
枠
組
み
が
一
新
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
他
學
派
へ
の
評
價
も
變
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
正

名
」
の
新
し
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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と
こ
ろ
で
希
齋
は
東
涯
を
批
判
す
る
に
あ
た
り
「
倭
儒
」
が
「
名

分
」
を
亂
す
と
言
っ
て
い
た
。
儒
者
こ
そ
が
名
分
の
罪
人
と
す
る
見
解

は
「
正
名
」
に
お
い
て
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
、
上
に
引
い

た
希
齋
の
太
宰
春
臺
批
判
に
も
「
儒
者
反
亂
之
」
と
あ
っ
た
し
、
ま
た

梁
田
蛻
巖
に
よ
る
『
稱
呼
辨
正
』
序
文
に
も
「
禮
義
は
賢
者
自
り
出

づ
、
而
る
に
賢
者
之
れ
を
亂
せ
ば
則
ち
介
冑
の
士
、
薄
帳
の
吏
は
、
將

た
奚
を
以
て
榘
と
爲
さ
ん
乎
」（

（1
（

と
の
言
が
見
え
る
。

中
井
竹
山
に
至
っ
て
は
さ
ら
に
步
を
進
め
、
閒
違
っ
て
い
る
の
は

「
學
者
」
で
あ
り
、「
世
閒
」
の
「
稱
呼
」
は
む
し
ろ
正
し
い
と
す
る
。

世
閒
で
「
將
軍
」
や
「
公
方
」
と
稱
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
禁
裏
」

と
呼
ぶ
も
の
は
い
な
い
の
に
、
徂
徠
が
將
軍
の
廟
號
を
年
號
に
冠
す
る

の
は
「
僭
亂
」
も
甚
だ
し
い
と
い
う
。

物
氏
ノ
文
ニ
、
憲
廟
貞
享
元
年
ナ
ド
ア
リ
。
廟
號
ヲ
以
テ
年
號
ニ

冠
ス
ル
ハ
、
尤
モ
僣
亂
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
是
ラ
ノ
大
節
目

ハ
、
世
閒
ノ
稱
呼
甚
ダ
正
シ
ク
、
上
下
一
統
ニ
公
方
樣
將
軍
樣
ト

ノ
ミ
稱
シ
テ
、
室
町
氏
ヨ
リ
以
來
數
百
年
ニ
乁
ベ
ド
モ
、
終
ニ
一

人
モ
將
軍
家
ヲ
稱
シ
テ
禁

樣
ト
云
モ
ノ
ナ
シ
。
ソ
レ
ホ
ド
名
正

シ
ク
シ
テ
言
順
ナ
ル
ヲ
、
學
者
ヨ
リ
紊
亂
ス
ル
ハ
イ
カ
ナ
ル
コ
ト

ニ
ヤ
。
解
シ
淂
ズ
。
物
氏
存
生
ノ
日
、
モ
シ
人
ア
リ
問
テ
、　

將

軍
家
モ
シ
子
ヲ
待
テ
政
ヲ
爲
バ
何
ヲ
先
ン
ゼ
ン
ト
ス
ル
ト
云
タ
ラ

バ
、
物
氏
對
ヘ
テ
必
ス
名
ヲ
亂
サ
ン
カ
ト
云
ベ
キ
カ
。
イ
ブ
カ
シ

キ
コ
ト
ナ
リ
。（

（1
（

こ
れ
は
つ
ま
り
、「
正
名
」
が
徂
徠
學
派
批
判
を
重
要
な
契
⺇
と
し
て

い
る
も
の
の
、
實
際
に
は
あ
ら
ゆ
る
日
本
の
儒
者
が
批
判
對
𧰼
に
な
り

う
る
こ
と
を
示
す
。
徂
徠
學
派
批
判
は
「
正
名
」
成
立
の
契
⺇
で
は
あ

っ
て
も
、
常
に
そ
の
目
的
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

舊
來
の
學
派
閒
對
立
を
刷
新
し
た
「
正
名
」
は
、
そ
れ
自
身
の
出
自

で
あ
る
徂
徠
學
派
批
判
す
ら
無
效
化
す
る
可
能
性
を
祕
め
て
い
た
。
た

と
え
ば
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
序
文
を
持
つ
菱
川
秦
嶺
（
一
七
四
八

～
一
八
〇
三
）
の
『
正
名
緖
言
』
で
あ
る（

（1
（

。
秦
嶺
も
徂
徠
學
派
を
批
判

し
て
い
る
こ
と
は
同
書
に
『
稱
呼
辨
正
』
を
引
く
一
節（

（2
（

か
ら
明
ら
か
で

あ
る
が
、
し
か
し
秦
嶺
は
同
書
で
考
證
の
參
考
に
『
蘐
園
談
餘
』
と

『
南
留
別
志
』
を
、
と
く
に
後
者
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
秦

嶺
に
も
、「
正
名
」
に
基
づ
く
是
々
非
々
の
態
度
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
希
齋
と
同
樣
、
單
純
な
學
派
閒
對
立
に
立
脚
し
て
い
な
い
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徂
徠
學
派
批
判
が
殘
存
す
る
以
上
、
黨
派
的
發

想
が
皆
無
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
を
克
服
す
る
契
⺇
も

ま
た
「
正
名
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
、「
正
名
」
の
持
つ
新
し
さ
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。

こ
れ
が
徂
徠
學
派
批
判
を
契
⺇
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ

る
が
、
し
か
し
「
正
名
」
は
よ
り
以
上
に
措
字
を
問
題
と
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
舊
來
の
學
派
閒
の
對
立
構
圖

に
收
ま
ら
な
い
廣
が
り
を
持
つ
。
他
學
派
の
み
な
ら
ず
徂
徠
學
派
へ
の

批
評
も
、
全
て
が
措
字
と
い
う
觀
點
か
ら
行
わ
れ
る
た
め
、
時
に
そ
の

批
評
は
學
派
閒
の
對
立
構
圖
を
超
え
る
も
の
と
な
る
し
、
そ
れ
は
徂
徠

學
派
が
相
手
で
あ
る
場
合
す
ら
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
節
を
改
め
、「
正
名
」
が
追
求
し
た
「
衟
德
的
／
政
治
的

正
し
さ
」
と
は
何
か
を
、「
名
分
」
を
通
じ
て
檢
討
し
た
い
。

３
、「
名
分
」

批
判
さ
れ
る
の
は
思
想
內
容
で
は
な
く
措
字
で
あ
る
と
し
て
、
次
に

檢
討
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
こ
で
問
わ
れ
た
衟
德
的
／
政
治
的
正
し
さ
と

は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
鍵
に
な
る
の
が
、
既
に
見
た

「
名
分
」
で
あ
る
。

「
名
分
」
の
「
名
」
は
し
ば
し
ば
「
正
名
」
の
「
名
」
と
同
一
と
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
名
」
と
そ
れ
に
應
じ
た
「
分
」
と
を
「
正
」
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
前
節
で
引
い
た
『
稱
呼
辨
正
』
で
は
、

「
東
都
」「
西
都
」
の
倂
稱
は
あ
た
か
も
二
つ
の
政
權
が
對
等
に
竝
立
す

る
か
の
ご
と
き
印
𧰼
を
與
え
、「
君
臣
名
分
の
義
」
を
損
ね
る
と
さ
れ

て
い
た
。
希
齋
は
、
江
戶
の
將
軍
は
京
都
朝
廷
を
奉
戴
す
る
こ
と
を
行

動
で
示
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
よ
う
に
實
踐
さ
れ
て
い
る

「
君
臣
名
分
の
義
」
に
と
っ
て
、
東
西
倂
稱
は
ふ
さ
わ
し
い
措
字
で
は

な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
點
に
つ
い
て
、
希
齋
は
よ
り
詳
し
く
說
明
し
て
い
る
。

蓋
し
稱
呼
其
の
實
を
失
へ
ば
、
名
分
其
の
倫
を
紊
る
。
先
圣
既
に

不
觚
の
歎
有
り
、
其
の
關
係
す
る
所
、
豈
に
少
な
か
ら
ん
哉
。
然

り
と
雖
も
今
世
因
襲
の
訛
、
猝
か
に
變
ず
可
か
ら
ざ
れ
ば
、
學
者

は
當
に
其
の
改
む
可
き
者
を
改
む
べ
き
也
。
其
の
猝
か
に
改
む
可

か
ら
ざ
る
者
に
於
い
て
は
、
則
ち
姑
く
曲
從
し
、
以
て
佗
日
を
待

ち
て
可
也
。
文
人
華
藻
の
末
に
從
事
し
、
其
の
本
實
を
忘
れ
、
猥

り
に
其
の
當
に
改
む
可
か
ら
ざ
る
者
を
改
め
、
强
い
て
異
方
の
制

に
擬
す
る
は
、
亦
た
何
の
心
ぞ
哉
。（

（2
（

希
齋
の
問
題
意
識
は
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お

引
用
中
の
「
不
觚
」
は
『
論
語
』
雍
也
に
よ
る
。

稱
呼
（
＝
「
名
」）
と
「
實
」
と
の
對
應
關
係
の
亂
れ
は
「
名
分
」
秩

序
の
亂
れ
と
し
て
そ
の
重
大
性
を
確
認
し
た
う
え
で
、
現
行
の
稱
呼
は
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「
因
襲
の
訛
」
の
た
め
に
必
ず
し
も
理
想
的
な
狀
態
に
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
改
善
す
べ
き
點
を
改
善
し
、
改
善
が
困
難
な
點
は
後

日
を
待
つ
べ
き
だ
が
、「
文
人
」
は
改
め
て
は
い
け
な
い
も
の
を
改
め
、

無
理
や
り
「
異
方
の
制
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
批
判
す
る
。

希
齋
は
こ
こ
で
抑
制
し
た
表
現
し
か
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
當
時

の
讀
者
に
徂
徠
學
派
を
連
想
さ
せ
た
。
事
實
、
梁
田
蛻
巖
の
序
文
で

は
、
は
っ
き
り
と
徂
徠
等
の
人
名
を
擧
げ
つ
つ
、
彼
ら
が
二
字
姓
を
一

字
に
縮
約
す
る
こ
と
と
、
國
內
の
地
名
を
中
國
風
に
言
い
換
え
る
こ
と

と
は
、「
蔑
祖
先
、
紊
輿
志
」
と
い
う
「
罪
」
を
犯
し
て
い
る
と
述
べ

る（
（2
（

。希
齋
や
蛻
巖
は
、「
名
」
と
「
分
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
儒
敎

的
秩
序
觀
を
當
時
の
日
本
社
會
に
も
想
定
し
た
う
え
で
、「
名
」
の
亂

れ
は
秩
序
の
破
壞
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
こ
で
は
措
字
と
い
う
行
爲

に
社
會
秩
序
と
の
關
係
が
前
提
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
の
秩
序
と

和
的

な
措
字
が
正
し
い
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
社
會
と
は
無
論
近
世
日
本

社
會
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
社
會
秩
序
に
と

っ
て
有
益
か
否
か
、
と
い
う
形
で
衟
德
的
／
政
治
的
正
し
さ
が
決
定
さ

れ
る
。

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
希
齋
ら
の
批
判
は
日
本
中
心
主
義
的
な
響
き

を
帶
び
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
日
本
本
位
の
思
考
は
、
闇
齋
學
派
の

よ
う
に
學
派
內
で
過
去
の
蓄
積
が
あ
る
場
合
を
除
け
ば
、
少
な
く
と
も

こ
の
時
點
で
は
、
副
次
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

で
は
「
名
分
」
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
想
定
す
る
社
會
秩
序
と
は
い
か

な
る
も
の
か
。「
正
名
」
で
朝
幕
關
係
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
こ

と
は
諸
家
の
指
摘
す
る
通
り
で
、
こ
れ
は
彼
ら
の
考
え
る
社
會
秩
序
を

理
解
す
る
格
好
の
素
材
と
な
る
。

「
正
名
」
に
お
け
る
朝
幕
關
係
論
は
、
基
本
的
に
兩
者
を
協
調
關
係

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
多
く
、
大
政
委
任
論
と
も
近
い
。
つ
ま
り
、

實
質
的
に
は
當
時
の
社
會
體
制
を
肯
定
す
る
傾
向
が
强
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
朱
子
學
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
養
父
の
游
佐
木
齋
（
一

六
五
九
～
一
七
三
四
）
に
學
ん
だ
垂
加
神
衟
家
で
も
あ
り
、
加
え
て
出
奔

後
は
武
家
に
仕
官
し
た
形
跡
の
な
い
留
守
希
齋
で
さ
え
、
幕
府
に
對
し

て
は
肯
定
的
で
「
灞
府
世
尊　

王
室
至
矣
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
は
既

に
見
た
。
こ
の
時
期
の
朱
子
學
者
に
は
武
家
に
仕
え
る
者
も
少
な
く
な

い
か
ら
、
武
家
を
否
定
す
る
可
能
性
は
さ
ら
に
低
下
す
る
。
幕
府
儒
官

だ
っ
た
尾
籘
二
洲
（
一
七
四
五
～
一
八
一
四
）
は
「
府
朝
恭
事　

皇
室
」（

（2
（

と
い
っ
た
言
を
多
く
殘
し
て
い
る
。
仕
官
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

松
平
定
信
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
四
）

も
、
幕
府
の
朝
廷
に
對
す
る
「
恭
順
」
を
繰
り
返
し
贊
美
し
て
お
り
、
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『
草
茅
危
言
』
に
「
關
東
賢
治
委
任
」（

（2
（

の
語
が
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら

れ
る
通
り
で
、
基
本
的
な
枠
組
み
は
希
齋
か
ら
變
わ
っ
て
い
な
い
。

思
想
史
的
に
は
、
こ
の
點
に
も
「
正
名
」
の
新
し
さ
を
認
め
て
よ

い
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
朝
幕
協
調
論
を
、
徂
徠
の
み
な

ら
ず
十
八
世
紀
前
半
の
言
論
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
、
朝
幕
關

係
を
一
元
化
す
る
可
能
性
を
祕
め
た
見
解
に
對
す
る
批
判
と
位
置
づ
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
正
名
」
の
協
調
論
は
し
ば
し

ば
先
行
す
る
儒
者
に
對
す
る
批
判
を
伴
う
し
、
そ
の
批
判
は
學
派
閒
對

立
の
み
で
は
說
明
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
中
井
竹
山
は
「
處
贔
屓
」
と
い
う
表
現
で
、
京
都
と
江
戶

雙
方
の
儒
者
の
偏
り
を
指
摘
、
兩
方
か
ら
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
。

世
俗
ニ
處
贔
屓
ト
云
モ
ノ
ア
リ
テ
…
…
物
氏
ノ
怪
僻
ノ
見
ハ
云
ニ

足
ズ
。
鳩
巢
ノ
文
字
モ
必
竟
ハ
江
戶
贔
屓
ヨ
リ
出
テ
、
王
室
ヲ
目

上
ノ
瘤
ト
ス
ル
ナ
リ
。
山
崎
家
ノ
神
衟
ヲ
雜
ユ
ル
ハ
京
贔
屓
ニ

テ
、
武
家
ヲ
尾
大
ノ
勢
ト
ス
ル
ナ
リ
、
笑
フ
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

…
…
總
ジ
テ
學
者
ノ
公
平
正
大
ノ
議
論
ヲ
立
ル
ニ
、
贔
屓
偏
頗
ノ

沙
汰
ニ
乁
ブ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
ソ
ノ
上
、
凡
ソ
我

邦
ニ
ア
ル
人
、
誰
カ
千
載
一
王
ノ
澤
ヲ
仰
ガ
ザ
ラ
ン
。
凡
ソ
今
ノ

世
ニ
ア
ル
人
、
誰
カ
御
當
家
奕
世
ノ
隆
治
ヲ
戴
カ
ザ
ラ
ン
。
モ
ト

贔
屓
ヲ
ソ
ノ
閒
ニ
イ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
。（

（2
（

竹
山
は
、
室
鳩
巢
（
一
六
五
八
～
一
七
三
四
）
は
「
江
戶
贔
屓
」
か

ら
「
王
室
ヲ
目
上
ノ
瘤
」
と
し
、「
山
崎
家
」（
＝
闇
齋
學
派
）
は
「
京

贔
屓
」
か
ら
「
武
家
ヲ
尾
大
ノ
勢
ト
ス
ル
」
が
、
ど
ち
ら
も
「
笑
フ
ベ

キ
」
こ
と
だ
、
學
者
が
目
指
す
べ
き
は
「
公
平
正
大
ノ
議
論
」
で
あ

り
、
し
か
も
「
千
載
一
王
ノ
澤
」
と
「
御
當
家
奕
世
ノ
隆
治
」
は
日
本

中
に
そ
の
恩
惠
が
乁
ん
で
い
る
以
上
、
贔
屓
は
な
お
さ
ら
不
當
で
あ

る
、
と
述
べ
る
。
竹
山
は
前
代
の
朱
子
學
者
を
名
指
し
で
批
判
し
、
徂

徠
は
む
し
ろ
「
云
ニ
足
ズ
」
と
濟
ま
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
徂
徠
を
輕
視

し
た
の
で
は
な
く
、
改
め
て
述
べ
る
必
要
す
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。

類
似
の
例
と
し
て
、
菱
川
秦
嶺
『
正
名
緖
言
』
凡
例
第
三
條
で
は

「
竊
に
近
世
作
家
を
闚
ふ
に
、
其
の
實
に
据
り
て
之
に
名
を
與
ふ
る
者

は
、
多
く
僭
踰
に
失
し
、
其
の
名
に
執
し
て
之
を
實
に
遺
す
者
は
、
多

く
拘
泥
に
失
す
、
皆
な
一
偏
を
免
れ
ず
。
余
の
中
閒
に
就
き
正
路
を
求

む
る
所
以
也
」（

（2
（

と
あ
る
。「
据
實
而
與
之
名
」
と
は
、
德
川
家
が
政
治

權
力
を
ほ
ぼ
完
全
に
行
使
し
て
い
る
と
い
う
「
實
」
を
根
據
に
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
「
名
」（
王
號
な
ど
）
を
與
え
よ
う
と
す
る
者
を

指
し
、「
執
名
而
遺
之
實
」
と
は
そ
の
逆
に
、
天
皇
が
「
名
」
と
し
て
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は
將
軍
に
優
越
す
る
點
だ
け
を
取
り
上
げ
、
政
治
的
權
力
を
ほ
ぼ
持
た

な
い
と
い
う
「
實
」
を
度
外
視
す
る
者
を
指
す
。
前
者
は
「
僭
踰
」、

後
者
は
「
拘
泥
」
で
、
ど
ち
ら
も
「
一
偏
」
を
免
れ
て
い
な
い
と
秦
嶺

は
言
う
。
恐
ら
く
、
前
者
は
新
井
白
石
（
一
六
五
七
～
一
七
二
五
）
や
太

宰
春
臺
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
を
、
後
者
は
寶
曆
事
件
（
一
七
五
八

年
）
を
起
こ
し
た
垂
加
神
衟
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
竹
山

の
發
想
に
近
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

秦
嶺
や
竹
山
に
と
っ
て
、
京
都
で
あ
れ
江
戶
で
あ
れ
、
い
ず
れ
か
に

肩
入
れ
す
る
考
え
は
、
偏
っ
た
見
解
と
し
て
否
定
さ
れ
、
む
し
ろ
朝
幕

關
係
を
兩
者
の
協
調
と
捉
え
る
こ
と
こ
そ
「
正
路
」
で
あ
り
「
公
平
」

だ
と
主
張
さ
れ
る
。
事
實
と
し
て
兩
者
が
倂
存
し
て
い
る
狀
況
に
あ
っ

た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
い
ず
れ
か
に
一
元
化
す
る
こ
と
は
大
規
模
な

變
革
に
他
な
ら
な
い
。「
正
名
」
に
お
け
る
政
治
的
正
し
さ
で
は
、
現

狀
が
追
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
穩
健
か
つ
保
守
的
と
い
え
る
。

し
か
し
こ
の
穩
健
な
見
解
も
、
思
想
史
的
に
は
十
八
世
紀
前
半
の
儒
者

た
ち
の
見
解
を
是
正
す
る
も
の
と
し
て
出
現
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
批

判
對
𧰼
に
朱
子
學
者
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
彼
ら
が
單
純

な
徂
徠
批
判
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
名
分
」
を
論
じ
る
こ
と
に
は
、
あ
る
種
の
窮
屈
さ
が

つ
き
ま
と
っ
た
。
論
者
自
身
も
ま
た
「
名
分
」
か
ら
迯
れ
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
り
、
政
治
的
地
位
を
持
た
な
い
者
が
「
名
分
」
を
論
じ
る
こ
と

自
體
が
自
己
の
「
分
」
を
辨
え
な
い
行
爲
だ
、
と
い
っ
た
言
は
極
め
て

多
い
。「
正
名
」
に
お
け
る
「
名
分
」
は
措
字
の
問
題
だ
っ
た
か
ら
、

別
の
人
物
が
書
い
た
漢
文
を
批
評
す
る
場
合
に
加
え
、
自
身
が
漢
文
を

書
く
場
合
に
も
拘
束
力
を
發
揮
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
「
正

名
」
に
思
わ
ぬ
形
で
自
由
を
與
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
中
井
竹

山
は
、
文
字
の
選
擇
の
當
否
こ
そ
が
「
名
分
」
だ
と
述
べ
て
お
り
、「
名

分
」
は
「
文
」
と
不
可
分
の
問
題
と
さ
れ
た
。

華
域
ト
チ
ガ
ヒ
、
世
ノ
稱
ス
ル
所
、
大
方
ハ
ス
グ
ニ
漢
文
ニ
用
ガ

タ
シ
。
漢
文
ニ
施
セ
バ
文
字
ヲ
撰
定
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
…
…
近
儒

撰
ス
ル
文
字
ニ
當
ヲ
得
ア
リ
、
當
ヲ
失
フ
ア
リ
。
僕
ノ
名
分
ヲ
論

ズ
ル
ハ
、
カ
ツ
テ
國
家
ヲ
議
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
近
儒
ノ
當
否
ヲ
議

ス
ル
ナ
リ
。
諸
儒
ノ
當
否
ヲ
議
ス
ル
ハ
、
自
ラ
筆
ヲ
執
ト
キ
ニ
、

否
ヲ
サ
リ
當
ヲ
得
ン
タ
メ
ナ
リ
。（

（2
（

こ
れ
は
中
井
竹
山
が
、
澁
井
太
室
（
一
七
二
〇
～
一
七
八
八
）
の
措
字
に

徂
徠
の
ご
と
き
缺
陷
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
太
室
に
質
問
し
、
返
信

で
太
室
は
竹
山
に
「
正
名
分
、
非
匹
夫
之
事
。
在
今
日
、
得
近
爲
貴
、

以
敎
僕
可
也
」
と
反
論
し
、
こ
れ
を
受
け
た
竹
山
の
再
反
論
で
あ
る
。
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婉
曲
な
表
現
な
が
ら
、
太
室
は
竹
山
が
名
分
を
論
じ
る
不
遜
を
責
め

る
の
に
對
し
、
竹
山
は
自
身
が
名
分
を
論
じ
る
の
は
「
自
ラ
筆
ヲ
執
ト

キ
ニ
、
否
ヲ
サ
リ
當
ヲ
得
ン
タ
メ
」
だ
と
い
う
。
名
分
を
論
じ
る
者

は
、
論
者
自
身
も
そ
の
拘
束
下
に
置
か
れ
る
の
が
常
で
、
太
室
は
こ
の

點
を
非
難
し
て
い
る
が
、
し
か
し
竹
山
は
「
名
分
」
を
作
文
の
問
題
と

す
る
こ
と
で
そ
れ
を
囘
避
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
正
名
」
の
特
徵
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
の
中
心
に
措
字
と
い
う
「
文
」
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
實
質
的
に
は
政
治
體
制
を
め
ぐ
る
「
名
分
」
を
論
じ
て
い
な
が

ら
、「
文
」
を
論
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
迯
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
衟
德
と
政
治
と
に
關
す
る
幅
廣
い
議
論
も
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
、「
名
分
」
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。

前
節
で
み
た
、
措
字
に
最
大
の
註
意
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
徂
徠

學
派
批
判
を
含
み
つ
つ
も
學
派
閒
對
立
圖
式
に
收
ま
り
き
ら
な
い
發
想

が
現
れ
る
、
と
い
う
「
正
名
」
の
特
徵
は
「
名
分
」
の
議
論
に
も
貫
徹

し
て
い
た
。
彼
ら
は
彼
ら
の
眼
前
に
あ
る
社
會
秩
序
の
維
持
に
奉
仕
す

る
と
い
う
方
向
性
の
も
と
、
朝
幕
關
係
論
で
は
兩
者
の
協
調
を
說
く
傾

向
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
思
想
史
的
に
は
先
行
す
る
議
論
に
對
す
る
批

判
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
從
來
な
ら
「
名
分
」
を
論
じ
る
こ
と
は
論
者

自
身
に
も
そ
の
遵
守
が
要
求
さ
れ
、
發
言
を
封
じ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
が
、「
正
名
」
に
お
い
て
は
措
字
が
問
題
で
あ
る
た
め
に

「
名
分
」
も
ま
た
「
文
」
の
問
題
と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
う
し
た

壓
力
を
囘
避
し
な
が
ら
政
治
體
制
を
論
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
の
見
方
が
正
し
い
な
ら
ば
、「
名
分
」
は
「
文
」
に
よ
っ

て
解
放
さ
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
點
が
、
次
節
で
扱
う
「
稱
謂
」
の
議
論
に
も
關
連
し
て
く
る
こ

と
に
な
る
。４

、「
稱
謂
」

「
稱
謂
」
の
檢
討
に
先
立
ち
、
前
節
で
觸
れ
た
「
正
名
」
に
お
け
る

日
本
本
位
の
思
考
に
立
ち
返
っ
て
お
き
た
い
。
先
に
そ
の
思
考
は
副
次

的
だ
っ
た
と
述
べ
た
。
私
見
で
は
、「
正
名
」
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な

こ
と
は
、
別
の
點
に
あ
る
。

そ
れ
は
卽
ち
、「
名
分
」
の
主
張
が
、
當
時
の
社
會
の
一
員
と
い
う

立
場
か
ら
措
字
を
決
定
す
べ
き
と
し
た
點
で
あ
る
。
徂
徠
學
派
の
古
文

辭
と
い
う
方
法
論
は
、
古
い
漢
語
語
彙
を
自
身
の
作
文
に
徹
底
し
て
應

用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
か
つ
實
踐
し
て
い
た
。
そ
れ
に
對
し
、「
正

名
」
の
議
論
で
は
一
轉
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
今
」
と
「
こ
こ
」

と
い
う
立
場
か
ら
、
衟
德
的
／
政
治
的
に
正
し
い
文
字
を
選
ぶ
べ
き
と

主
張
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
文
學
史
に
お
け
る
性
靈
派
の
主
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張
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る（

（2
（

。

た
と
え
ば
、
反
古
文
辭
の
主
張
で
知
ら
れ
る
市
川
寬
齋
は
次
の
よ
う

に
述
べ
た
と
い
う
。

士
農
工
商
、
各
々
身
分
有
り
、
品
格
有
り
。
臣
に
し
て
君
を
爲

し
、
農
に
し
て
士
を
爲
す
、
之
を
分
を
知
ら
ず
と
謂
ふ
。
故
に
應

制
試
帖
は
吾
爲
さ
ざ
る
所
、
何
と
な
れ
ば
則
ち
身
江
湖
に
在
れ
ば

也
。
從
軍
塞
下
は
吾
作
ら
ざ
る
所
、
何
と
な
れ
ば
則
ち
時
昇
平
に

際
す
れ
ば
也
。
夫
れ
敎
は
修
身
自
り
始
め
て
之
を
天
下
に
充
つ
。

詩
を
學
ぶ
も
亦
爾
り
。
其
の
身
分
の
中
を
言
て
能
く
せ
ざ
る
所
無

く
し
て
、
然
る
後
に
應
制
從
軍
も
遇
す
る
所
に
從
ひ
て
、
皆
吾
が

身
分
の
外
を
出
で
ず
。
故
に
詩
を
學
ぶ
は
一
に
之
を
目
前
に
求
め

て
、
必
ず
し
も
之
を
遠
き
に
求
め
ず
。（

（3
（

古
文
辭
派
の
好
ん
だ
唐
詩
風
の
題
材
が
、
寬
齋
自
身
の
「
身
」
や

「
時
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
、「
分
を
知
ら
」
な
い
も
の
だ
と
い
う
理
由
で
退

け
ら
れ
て
い
る
點
は
興
味
深
い
も
の
で
、
こ
う
し
た
思
考
が
同
時
代
の

大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
十
八
世
紀
後
半
の
日
本
社
會
に
お
い
て
、
知
識
人
や
文
人
の

目
は
、
時
閒
的
に
も
空
閒
的
に
も
遠
く
隔
て
ら
れ
た
古
代
中
國
よ
り

も
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
自
身
と
そ
の
週
圍
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
日
本
中
心
主
義
に
接
近
し
た
と
解
釋
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
彼
ら
は
、
徂
徠
學
派
の
文
人
の
よ
う
に
眼
前
の
光
景
を
中
國

の
何
ら
か
の
詩
的
場
面
に
見
立
て
る
こ
と
を
や
め
、「
い
ま
」
と
「
こ

こ
」
の
實
情
を
表
す
う
え
で
よ
り
适
切
な
、
す
な
わ
ち
「
名
分
」
の
觀

點
か
ら
正
し
い
表
現
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
浮
上
し
て
く

る
の
が
「
稱
謂
」
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
お
い
て
は
、
日
本
の
歷
史
敍
述
な
ど
を
舞
臺
に
、
徂
徠

學
派
を
否
定
し
つ
つ
、
よ
り
妥
當
な
漢
語
表
現
を
模
索
す
る
動
き
が
活

發
化
す
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
語
彙
の
中
國
で
の
用
法
と
、
日
本
で
の

關
連
事
實
や
そ
の
沿
革
な
ど
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
ど
の
漢
語
を
寀
用

す
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
硏
究
が
明
ら
か
に
し
た

通
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
稱
謂
」
の
問
題
は
十
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
解
消
に
向
か

っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
具
體
的
に
は
賴
山
陽
『
日
本
外
史
』

で
完
全
に
解
消
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
散
見
さ
れ
、
中
井
竹
山
『
逸

史
』
の
畫
期
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
點
は
「
稱
謂
」
の
問

題
を
裏
面
か
ら
照
射
す
る
も
の
と
し
て
有
益
で
あ
る
か
ら
、
竹
山
や
山

陽
を
通
じ
て
「
稱
謂
」
を
檢
討
し
て
い
き
た
い
。
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竹
山
が
自
著
『
逸
史
』
に
つ
い
て
菱
川
秦
嶺
と
議
論
し
た
內
容
は

『
逸
史
問
答
』
と
し
て
傳
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
竹
山
が
想
定
す
る

『
逸
史
』
の
讀
者
が
日
本
人
の
み
で
あ
る
こ
と
が
註
目
さ
れ
る
。
菱
川

秦
嶺
は
竹
山
と
の
議
論
が
混
亂
を
深
め
る
中
で
意
見
の
相
違
を
整
理
し

よ
う
と
試
み
る
な
か
で
、
註
目
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

畢
竟
高
意
ハ
始
終
國
人
ニ
示
ス
心
ニ
テ
論
ゼ
ラ
ル
、
余
ハ
始
終
漢

人
ニ
ヨ
マ
シ
ム
ル
心
ニ
テ
論
ズ
レ
バ
、
全
體
ノ
趣
意
ニ
行
違
ヒ
ア

リ
。（

（3
（

秦
嶺
は
、
二
人
の
議
論
は
「
國
人
ニ
示
ス
心
」
の
竹
山
と
、「
漢
人

ニ
ヨ
マ
シ
ム
ル
心
」
の
秦
嶺
と
い
う
相
違
の
た
め
に
⻝
い
違
っ
た
と
い

う
。
實
際
、
秦
嶺
が
た
と
え
ば
「
國
主
」
や
「
將
軍
」
と
い
う
語
の
用

法
に
懸
念
を
示
す
の
は
、
そ
れ
ら
が
日
本
固
有
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
う
し
た
背
景
を
知
ら
な
い
者
が
漢
籍
で
の
用
法
の
み
を
念
頭

に
讀
ん
だ
場
合
、『
逸
史
』
の
內
容
が
誤
解
さ
れ
る
危
險
性
が
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
竹
山
は
こ
う
し
た
懸
念
に
對
し
、
誤
解

は
起
こ
り
え
な
い
と
一
蹴
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た（

（3
（

。
つ
ま
り
、「
稱
謂
」

は
當
時
ま
た
は
過
去
の
日
本
の
事
𧰼
を
、
儒
者
に
と
っ
て
の
「
い
ま
」

と
「
こ
こ
」
を
所
與
と
し
た
う
え
で
ど
の
よ
う
に
記
述
す
べ
き
か
を
問

題
と
し
た
が
、
そ
の
際
に
當
然
な
が
ら
漢
籍
で
の
用
法
が
意
識
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
限
り
で
書
き
手
の
側
に
は
强
い
對
中
國
意
識
が
伴
っ
て
い

た
が
、
竹
山
『
逸
史
』
は
敢
え
て
そ
う
し
た
配
慮
を
放
棄
し
て
日
本
獨

自
の
文
脉
で
漢
語
語
彙
を
使
用
し
て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
讀
者
は
日
本

に
限
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
山
陽
も
「
外
史
題
言
」
で
「
不
復
私
撰
稱
謂
」（

（3
（

と

斷
言
し
、「
稱
謂
」
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

こ
れ
は
「
稱
謂
」
が
一
面
で
は
國
外
を
强
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
。
漢
文
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
言
語
だ
と
認
識
し
て
い
た
、

と
い
っ
て
も
よ
い
。
表
面
上
は
共
通
す
る
語
彙
に
も
、
意
味
內
容
で
は

日
本
の
內
外
で
相
違
が
あ
り
、
そ
の
た
め
日
本
の
何
ら
か
の
事
𧰼
を
漢

語
で
表
記
し
よ
う
と
し
て
譯
語
を
探
せ
ば
、
細
部
に
お
け
る
違
い
に
氣

づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
內
外
の
ズ
レ
こ
そ
が
「
稱
謂
」

論
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
日
本
の
「
今
」
と
「
こ

こ
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
「
稱
謂
」
論
に
は
、
裏
面
に
言
語
レ
ベ
ル

で
の
非
日
本
に
對
す
る
意
識
が
付
隨
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
で
の
俗

稱
を
漢
文
で
積
極
的
に
寀
用
し
た
竹
山
『
逸
史
』
や
山
陽
『
日
本
外

史
』
に
は
、
も
は
や
そ
う
し
た
日
本
の
外
部
へ
の
意
識
が
な
く
、
內
外

の
ズ
レ
も
當
然
な
い
。
こ
う
し
た
居
直
り
的
解
決
の
延
長
に
「
漢
文
表

現
の
日
本
化
」
を
讀
み
取
る
見
解
が
あ
る（

（3
（

の
も
よ
く
理
解
で
き
る
話
で

あ
る
。
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し
か
し
「
稱
謂
」
は
留
守
希
齋
の
頃
か
ら
既
に
問
題
に
な
っ
て
い
た

に
も
關
わ
ら
ず
、
竹
山
『
逸
史
』
が
幕
府
に
獻
納
さ
れ
た
の
は
寬
政
十

一
年
（
一
七
九
九
）
（
（3
（

で
、
半
世
紀
ほ
ど
の
時
閒
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ

は
逆
に
言
え
ば
、「
正
名
」
に
お
い
て
、
俗
稱
を
漢
文
に
寀
用
す
る
こ

と
に
は
大
き
な
抵
抗
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
彼
ら
は
槪
し

て
、
徂
徠
學
派
の
言
い
換
え
を
「
名
分
」
の
觀
點
か
ら
批
判
し
な
が

ら
、
し
か
し
日
本
の
表
記
を
直
接
使
う
こ
と
を
「
俗
」
と
み
な
す
例
が

多
く
、
後
者
の
面
で
は
明
ら
か
に
徂
徠
學
派
を
繼
承
し
て
い
た（

（3
（

。

「
名
分
」
が
徂
徠
學
と
の
差
別
化
を
果
た
す
と
は
い
え
、
反
徂
徠
を

基
調
と
す
る
彼
ら
も
ま
た
、
部
分
的
に
は
徂
徠
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
る（

（3
（

。
十
八
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
、
徂
徠
批
判
者
で

あ
っ
て
も
、
學
問
上
の
經
歷
を
見
る
と
、
一
度
は
徂
徠
を
經
由
し
て
い

る
例
は
少
な
く
な
い
。

那
波
魯
堂
（
一
七
二
七
～
一
七
八
九
）
の
『
學
問
源
流
』（
寬
政
六
年

〔
一
七
九
四
〕
刋
）
は
、
日
本
の
漢
詩
文
の
水
準
が
上
昇
し
た
の
は
徂
徠

の
功
績
だ
と
い
う
。

漢
魏
以
上
ノ
古
書
、
日
ヲ
逐
テ
板
行
シ
、
詩
文
ノ
章
句
語
字
、
和

氣
和
習
ヲ
避
ク
ベ
キ
ニ
心
ヲ
用
ヒ
、
詩
文
ノ
法
一
變
シ
テ
、
俗
氣

少
ナ
ク
和
訓
ニ
迷
ハ
ズ
、
目
ト
心
ト
相
謀
ル
ト
云
コ
ト
ヲ
、
擧
世

ノ
學
者
ノ
知
リ
タ
ル
ハ
、
徂
徠
ノ
功
誣
ユ
ベ
カ
ラ
ズ
。（

（4
（

魯
堂
自
身
が
徂
徠
學
か
ら
朱
子
學
に
轉
向
し
た
經
歷
を
持
つ
か
ら
、

徂
徠
の
正
負
兩
面
に
目
が
向
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
十
八
世
紀

後
半
の
朱
子
學
者
に
は
、
若
年
時
に
他
學
派
を
學
ん
だ
經
驗
を
持
つ
者

が
多
數
い
た
。
賴
春
水
と
尾
籘
二
洲
は
徂
徠
學
を
學
ん
で
い
る
。
懷
德

堂
で
は
五
井
蘭
洲
以
後
は
基
本
的
に
朱
子
學
に
據
っ
た
が
、
蘭
洲
も
竹

山
も
徂
徠
を
讀
み
込
ん
だ
こ
と
は
、
彼
ら
の
資
料
の
隨
所
に
現
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
前
半
と
比
較
し
て
顯
著
な
相
違
點
の
一
つ

で
、
十
八
世
紀
後
半
の
朱
子
學
者
は
槪
し
て
以
前
よ
り
「
文
」
に
積
極

的
な
意
味
を
認
め
て
お
り
、
從
前
の
朱
子
學
者
の
「
文
」
に
批
判
的
な

言
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

十
八
世
紀
前
半
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前
、
當
該
期
に
徂
徠
の
衝
擊

を
受
け
た
朱
子
學
者
た
ち
の
閒
で
は
、「
文
」
と
「
衟
德
」
と
が
分
裂

し
た
と
論
じ
た（

（4
（

。
徂
徠
以
後
の
朱
子
學
者
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
朱
子

學
を
擁
護
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
徂
徠
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
「
文
」

で
表
現
し
、
根
據
づ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
だ
が
十
八
世
紀
前
半
で
は
、

二
つ
の
う
ち
後
者
は
實
行
が
困
難
な
た
め
、「
衟
德
」
を
過
度
に
强
調

し
「
文
」
を
輕
視
し
た
擁
護
論
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
同
世
紀

後
半
に
入
る
と
、
徂
徠
に
觸
發
さ
れ
て
「
文
」
の
力
を
磨
き
、
さ
ら
に
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そ
こ
に
「
衟
德
」
を
加
味
し
た
朱
子
學
者
が
、
徂
徠
は
無
論
の
こ
と
、

前
半
の
朱
子
學
者
を
も
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。

尾
籘
二
洲
は
賴
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
や
古
賀
精
里
（
一
七

五
〇
～
一
八
一
七
）
も
參
加
し
た
「
作
文
會
」（

（4
（

の
目
的
を
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

抑
そ
も
世
の
正
學
を
言
ふ
者
、
文
字
の
類
皆
な
一
途
よ
り
出
づ
。

之
を
讀
む
も
啓
發
す
る
所
無
く
、
徒
に
人
を
し
て
睡
を
思
は
し

む
。
今
且
に
斯
の
陋
習
を
一
洗
し
、
直
ち
に
其
の
見
る
所
を
陳

べ
、
以
て
其
の
蓄
ふ
る
所
を
發
し
、
文
成
り
論
立
た
し
め
ん
と

す
。
或
い
は
辭
義
未
だ
安
か
ら
ざ
る
者
有
れ
ば
、
則
ち
互
に
相
ひ

詰
難
し
、
以
て
我
が
馳
驅
を
失
は
ず
、
必
ず
衟
義
の
正
に
歸
し
て

而
る
後
ち
止
ま
ん
。（

（4
（

「
正
學
」
を
傳
え
る
と
し
て
も
、「
文
字
」
が
「
一
途
」
で
は
聞
く
者

の
興
味
を
引
き
付
け
ら
れ
な
い
、
傳
え
る
た
め
に
こ
そ
「
文
」
を
磨
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
論
そ
れ
は
美
辭
麗
句
を
弄
ぶ
こ

と
と
は
區
別
さ
れ
て
お
り
、
二
洲
が
引
用
文
に
先
立
ち
玩
物
喪
志
を
戒

め
て
い
る
の
も
、「
衟
義
の
正
」
と
い
う
目
的
を
忘
れ
な
い
た
め
で
あ

っ
た
。
中
井
竹
山
も
、
懷
德
堂
の
堂
聯
に
あ
っ
た
「
經
術
心
之
準
繩　

文
章
衟
之
羽
翼
」
と
い
う
二
句
を
解
說
す
る
中
で
、「
羽
翼
」
に
つ
い

て
「
輔
翼
ノ
義
ニ
ハ
非
ズ
、
ヤ
ハ
リ
鳥
翼
ノ
翼
ニ
テ
、
飛
シ
ム
ル
ノ
具

ニ
喩
フ
ル
ナ
リ
」
と
い
う（

（4
（

。
彼
は
「
文
章
」
が
「
經
術
」
を
助
け
る
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
傳
逹
す
る
う
え
で
不
可
缺
だ
と
强
調
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
竹
山
が
「
山
崎
ノ
諸
儒
ハ
、
程
子
ヲ
誤
リ
會
シ
テ
文

章
ヲ
學
者
ノ
大
禁
ト
ス
ル
コ
ト
、
甚
ダ
僻
コ
ト
ナ
リ
。
…
…
實
行
ヲ
主

ト
シ
テ
文
業
ヲ
修
ム
ル
ハ
、
學
者
ノ
當
然
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
豈
禁
ズ
ベ
ケ

ン
ヤ
」（

（4
（

と
闇
齋
學
派
を
批
判
し
て
い
る
の
も
當
然
で
あ
ろ
う
。
二
洲
や

竹
山
の
こ
う
し
た
言
と
、
た
と
え
ば
三
宅
尙
齋
（
一
六
六
二
～
一
七
四

一
）
の
「
程
朱
は
愽
學
文
章
、
歐
蘇
に
乁
ば
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
衟
の

明
、
德
の
貴
、
天
下
之
と
抗
す
る
者
有
る
無
し
。
衟
德
は
愽
學
文
章
に

系
ら
ず
」（

（4
（

と
い
う
言
と
を
比
較
す
れ
ば
、
兩
者
の
違
い
の
大
き
さ
、
卽

ち
十
八
世
紀
の
前
半
と
後
半
と
の
相
違
は
容
易
に
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、「
正
名
」
に
お
け
る
「
稱
謂
」
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。

古
文
辭
が
「
い
ま
」
で
も
な
く
「
こ
こ
」
で
も
な
い
言
語
の
習
得
を

目
指
し
た
の
に
對
し
、「
正
名
」
で
は
「
い
ま
」
と
「
こ
こ
」
と
が
重

視
さ
れ
た
。
こ
れ
は
文
學
に
も
み
ら
れ
る
傾
向
で
同
時
代
的
現
𧰼
と
思

わ
れ
る
が
、
儒
者
の
閒
で
は
「
名
分
」
と
の
關
連
か
ら
「
稱
謂
」
が
盛

ん
に
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
で
は
、「
い
ま
」「
こ
こ
」
を
所
與
と
し

て
日
本
の
事
𧰼
を
漢
文
表
記
す
る
に
あ
た
り
适
正
な
漢
語
語
彙
を
め
ぐ



十
八
世
紀
日
本
の
「
正
名
」（
淸
水
）

（ 67 ）

っ
て
、
日
中
雙
方
の
事
情
を
踏
ま
え
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
に

は
彼
ら
の
强
い
對
外
意
識
を
見
て
取
れ
る
が
、
十
八
世
紀
末
に
は
日
本

人
讀
者
の
み
を
想
定
し
た
漢
文
が
出
現
し
、「
稱
謂
」
の
問
題
は
失
效

す
る
。
と
は
い
え
、
十
八
世
紀
後
半
の
半
世
紀
ほ
ど
の
期
閒
「
稱
謂
」

が
論
じ
ら
れ
續
け
た
背
景
に
は
、
徂
徠
學
の
影
響
が
あ
っ
た
。
こ
の

時
期
に
は
徂
徠
批
判
者
も
徂
徠
學
を
經
由
し
た
例
が
多
く
、
彼
ら
は

「
文
」
と
と
も
に
「
名
分
」
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
徂
徠
學
派
と
自
分

た
ち
を
區
別
し
、
同
時
に
先
行
す
る
朱
子
學
者
が
「
文
」
を
輕
ん
じ
た

缺
點
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
た（

（4
（

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、「
正
名
」

と
は
十
八
世
紀
前
半
に
分
裂
の
度
を
深
め
た
「
衟
德
」
と
「
文
」
の
關

係
を
再
構
筑
す
る
も
の
と
言
え
、
先
行
す
る
議
論
を
批
判
的
に
繼
承
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
稱
謂
」
が
效
力
を
失
っ
た
の
ち
に
殘
っ
た
も
の
は
、
外
部
へ
の
意

識
を
失
っ
た
漢
文
で
あ
る
と
い
う
見
取
り
が
正
し
い
な
ら
、
そ
し
て
前

節
終
わ
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
名
分
」
は
「
文
」
に
よ
っ
て
む
し
ろ

解
放
さ
れ
た
面
が
あ
る
と
い
う
見
方
が
正
し
い
な
ら
、
こ
れ
ら
こ
そ
が

幕
末
へ
と
影
響
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
性
急
な
判
斷
は
愼
む
べ

き
で
あ
ろ
う
。

５
、
結
語
に
代
え
て

―
「
正
名
」
と
政
治

以
上
、「
正
名
」
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。
本
稿
で
主
張
し
た
こ

と
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

「
正
名
」
と
は
從
來
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
稿
は

「
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
徂
徠
學
派
へ
の
反
發
を
前

提
に
、
衟
德
的
／
政
治
的
に
正
し
い
措
字
を
主
題
と
す
る
議
論
」
と
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
無
論
一
つ
の
意
見
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ

の
有
效
性
は
本
稿
に
よ
っ
て
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
特
徵
は
措

字
に
註
目
す
る
點
に
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
從
來
の
學
派
閒
對
立
構

圖
は
刷
新
さ
れ
、
徂
徠
學
派
す
ら
含
め
た
各
學
派
が
、
是
々
非
々
で
評

價
さ
れ
た
。

「
名
分
」
も
ま
た
、
先
行
す
る
儒
者
た
ち
へ
の
批
判
を
基
礎
と
し
た

う
え
で
、
社
會
秩
序
の
維
持
と
い
う
方
向
性
と

和
的
な
文
字
こ
そ
正

し
い
と
し
た
。
こ
の
點
は
、
彼
ら
の
朝
幕
關
係
論
が
兩
者
の
協
調
を
說

く
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
と
も
合
致
す
る
。
さ
ら
に
、
從
來
な
ら
「
名

分
」
は
論
者
自
身
の
發
言
を
も
拘
束
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、「
正

名
」
に
お
い
て
は
措
字
が
問
題
で
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
壓
力
を
囘
避

し
な
が
ら
政
治
體
制
を
論
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、「
文
」

が
「
名
分
」
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
し
た
面
も
あ
っ
た
。
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「
稱
謂
」
で
は
徂
徠
の
「
文
」
と
朱
子
學
の
「
名
分
」
を
批
判
的
に

受
け
繼
ぎ
つ
つ
、
當
時
ま
た
は
過
去
の
日
本
の
事
𧰼
を
、
儒
者
に
と
っ

て
の
「
い
ま
」
と
「
こ
こ
」
と
い
う
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
記
述
す
べ

き
か
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
問
題
を
成
立
さ
せ
た
の
は
漢
語
の
日

本
の
內
外
に
お
け
る
ズ
レ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
國
外
へ
の
强
い
意
識
が

あ
っ
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
末
に
は
、
依
然
と
し
て
漢
語
を
使
用
し
て

い
な
が
ら
も
、
日
本
の
外
部
に
對
す
る
意
識
は
薄
れ
、「
稱
謂
」
の
問

題
も
消
滅
し
て
い
っ
た
。

筆
者
と
し
て
は
こ
う
し
た
結
論
を
ふ
ま
え
て
幕
末
へ
の
影
響
を
考
え

た
い
が
、
そ
れ
だ
け
の
用
意
が
現
時
點
で
は
整
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

最
後
に
、「
正
名
」
と
政
治
の
關
係
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
終

わ
り
た
い
。

本
稿
が
對
𧰼
と
し
た
限
り
で
言
え
ば
、「
正
名
」
が
後
世
の
日
本
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
繫
が
る
と
の
見
解
に
、
無
條
件
に
贊
同
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
先
に
「
正
名
」
の
政
治
的
穩
健
さ
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ

と
比
較
し
て
籘
田
幽
谷
「
正
名
論
」
は
や
や
異
質
な
印
𧰼
を
ぬ
ぐ
え
な

い
。
そ
こ
で
の
主
張
は
「
執
政
」
號
を
寀
用
す
べ
き
と
の
一
事
に
過
ぎ

な
い
と
は
い
え
、
明
白
に
現
狀
に
對
し
て
變
革
を
求
め
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
や
は
り
、
既
に
梅
澤
秀
夫
の
指
摘
が
あ
る（

（4
（

よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

國
體
論
に
對
す
る
「
正
名
」
の
影
響
は
皆
無
で
は
な
い
に
せ
よ
、
愼
重

に
判
斷
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
本
稿
の
考
察
の
結
果
、
當
該
期
の
「
正
名
」
は
、
從
來
の
學

派
閒
對
立
と
は
異
な
る
基
準
を
提
示
し
、
社
會
秩
序
維
持
を
基
本
線
と

し
、
政
治
を
論
じ
る
可
能
性
を
開
き
、「
い
ま
」
と
「
こ
こ
」
を
重
視

し
、
日
本
の
外
部
へ
と
乁
ぶ
想
像
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
學
派
閒
の
意
見
對
立
が
再
編
成
さ
れ
る
そ
の

時
期
に
、
社
會
秩
序
の
擁
護
が
主
張
さ
れ
、
政
治
的
言
論
の
可
能
性
が

も
た
ら
さ
れ
、
し
か
も
他
の
國
や
地
域
と
斷
絶
し
た
「
日
本
」
と
い
う

想
像
が
强
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
幕
末
の
展
開

を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
論
點
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
成
果
を
踏

ま
え
、
今
後
も
硏
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）　

梅
澤
秀
夫
「
稱
謂
と
正
名
」（『
日
本
近
世
史
論
叢　

下
卷
』
尾
籘
正

英
先
生
還
曆
記
念
會
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）、
高
橋
章
則

「
近
世
後
期
史
學
史
と
『
逸
史
』」（『
日
本
思
想
史
學
』
十
九
、
一
九
八

七
年
）、
秋
元
信
英
「
近
世
後
期
の
儒
學
と
名
分
論
」（『
國
學
院
女
子

短
期
大
學
紀
要
』
六
、
一
九
八
八
年
）、
大
川
眞
『
近
世
王
權
論
と
「
正

名
」
の
轉
囘
史
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
河
合
一
樹
『
大

和
心
と
正
名
―
本
居
宣
長
の
學
問
觀
と
古
代
觀
』（
法
政
大
學
出
版
局
、

二
〇
二
二
年
）
な
ど
。
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（
２
）　
「
子
路
曰
、
衞
君
待
子
而
爲
政
、
子
將
奚
先
。
子
曰
、
必
也
正
名
乎
。

子
路
曰
、
有
是
哉
、
子
之
迂
也
、
奚
其
正
。
子
曰
、
野
哉
由
也
。
君
子

於
其
所
不
知
、
蓋
闕
如
也
。
名
不
正
則
言
不
順
、
言
不
順
則
事
不
成
、

事
不
成
則
禮
樂
不
興
、
禮
樂
不
興
則
刑
罰
不
中
、
刑
罰
不
中
則
民
無
所

措
手
足
。
故
君
子
、
名
之
必
可
言
也
、
言
之
必
可
行
也
。
君
子
於
其

言
、
無
所
苟
而
已
矣
。」（『
論
語
』
子
路
）

（
３
）　

河
合
註
（
１
）
前
揭
書
、
二
九
五
頁
以
下
に
は
「
參
考
の
た
め
」
と

斷
っ
た
う
え
で
、
關
連
文
獻
の
一
覽
が
あ
る
。
修
正
す
べ
き
點
も
あ
る

が
、
一
つ
の
指
針
に
な
る
。

（
４
）　

河
合
註
（
１
）
前
揭
書
は
言
う
。「
近
世
の
「
正
名
」
を
巡
る
議
論

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
關
し
て
統
一
的
な
見

解
を
示
す
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
…
…
本
書
の
立
場
か

ら
便
宜
的
に
整
理
す
れ
ば
、
①
孔
子
の
『
春
秋
』
編
纂
・
學
問
の
理
念

（『
孟
子
』
な
ど
）、
②
先
王
の
命
名
（
荻
生
徂
徠
な
ど
）、
③
「
將
軍
」、

「
國
王
」
な
ど
の
政
治
秩
序
に
關
す
る
問
題
（
新
井
白
石
、
籘
田
幽
谷

な
ど
）、
④
文
辭
に
お
け
る
地
名
・
官
命
な
ど
の
問
題
（
淺
見
絅
齋
・

留
守
希
齋
・
猪
飼
敬
所
な
ど
）
の
四
つ
に
分
け
る
の
が
便
利
で
あ
る
と

思
う
。」（
十
七
頁
）。

（
５
）　

こ
れ
は
尾
籘
正
英
に
端
を
發
す
る
。
尾
籘
「
正
名
論
と
名
分
論

―

南
朝
正
統
論
の
思
想
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（
家
永
三
郞
敎
授
東
京
敎

育
大
學
退
官
記
念
論
集
刋
行
委
員
會
編
『
近
代
日
本
の
國
家
と
思
想
』

三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）
を
參
照
。
ま
た
大
川
註
（
１
）
前
揭
書
は

「
本
書
で
解
明
對
𧰼
と
す
る
の
は
近
世
中
後
期
の
國
家
論
」（
十
六
頁
）

と
述
べ
、
會
澤
正
志
齋
に
お
け
る
「
轉
囘
」
に
言
乁
す
る
。

（
６
）　

大
川
註
（
１
）
前
揭
書
は
、
新
井
白
石
が
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
論

に
と
り
「
否
定
的
媒
介
」
と
な
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
檢
討
に
値
す
る

問
題
だ
が
、
本
稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
大
川
の
硏
究
は
「
國
家

論
」
を
軸
に
白
石
か
ら
水
戶
學
へ
と
至
る
系
譜
を
主
題
と
す
る
も
の

で
、「
正
名
」
を
書
名
に
冠
す
る
と
は
い
え
、
本
稿
と
は
議
論
の
前
提

が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
、
白
石
は
「
正
名
」
の

盛
り
上
が
り
に
伴
い
再
註
目
さ
れ
た
と
い
う
印
𧰼
が
あ
る
。
な
お
、
大

川
は
十
八
世
紀
末
に
「
叫
ば
れ
る
正
名
」
と
氏
が
命
名
す
る
思
想
空
閒

が
成
立
し
た
と
し
、
か
つ
そ
れ
ら
を
「
名
分
論
と
尊
王
（
皇
）
論
と
が

昂
揚
す
る
契
⺇
」
と
見
る
（
一
六
七
頁
）。

（
７
）　

留
守
希
齋
、
名
は
友
信
。
垂
加
神
衟
家
の
游
佐
木
齋
の
養
子
と
な

る
も
、
儒
敎
の
異
姓
養
子
否
定
を
理
由
に
出
奔
し
た
件
は
よ
く
知
ら

れ
る
。
ま
た
『
語
錄
譯
義
』
の
著
者
と
し
て
も
名
高
い
。
出
奔
後
は
大

阪
に
て
敎
授
し
た
。
三
宅
尙
齋
門
下
。
平
重
衟
『
近
世
日
本
思
想
史
硏

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
を
參
照
。
な
お
『
稱
呼
辨
正
』

の
引
用
は
『
影
印
日
本
隨
筆
集
成　

第
三
輯
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七

八
年
）
に
よ
る
。「
正
名
」
と
の
關
係
か
ら
同
書
に
着
目
し
た
硏
究
は
、

河
合
註
（
１
）
前
揭
書
を
參
照
。

（
８
）　

註
（
７
）
前
揭
『
影
印
日
本
隨
筆
集
成　

第
三
輯
』
四
八
三
頁
。

（
９
）　

鈴
木
貞
齋
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鈴
木
貞
齋
の
闇
齋
・
仁
齋
批
判
と

「
心
」
の
主
張
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
史
學
』
四
十
六
、
二
〇
一
四

年
）、
松
川
雅
信
「
近
世
儒
者
の
神
代
卷
批
判
と
「
神
衟
」「
上
古
」（
山
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下
久
夫
・
齋
籘
英
喜
編
『
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
史
を
問
う
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
を
參
照
。

（
10
）　

註
（
７
）
前
揭
『
影
印
日
本
隨
筆
集
成　

第
三
輯
』
四
七
九
頁
。

（
11
）　

河
合
註
（
１
）
前
揭
書
は
「
稱
呼
辨
」
を
元
祿
十
六
年
の
作
と
す
る

（
六
三
頁
、
二
九
六
頁
）
が
、
根
據
不
明
。
恐
ら
く
、
河
合
が
依
據
し

た
『
淺
見
絅
齋
集
』（
國
書
刋
行
會
、
一
九
八
九
年
）
で
、「
稱
呼
辨
」

の
次
に
收
め
る
「
辨
綱
目
以
魏
徵
爲
諫
議
大
夫
書
法
發
明
」
の
末
に

「
元
祿
癸
未
」（
四
五
五
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
「
稱
呼
辨
」
の
年
次
と
誤

認
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
12
）　

河
合
註
（
１
）
前
揭
書
、
六
十
二
頁
。

（
13
）　
『
淺
見
絅
齋
全
集
稿
本　

舞
田
敦
編　

上
卷
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇

二
二
年
）
二
一
三
頁
。

（
14
）　
「
辨
伊
籘
維
楨
號
仁
齋
」
は
『
日
本
儒
林
叢
書
』
論
辨
部
に
收
錄
さ

れ
る
が
、
そ
ち
ら
で
は
執
筆
年
次
が
「
享
保
甲
子
之
春
」
と
あ
り
、
享

保
に
は
甲
子
が
存
在
し
な
い
點
が
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
稱
呼
辨

正
』
の
引
用
で
は
「
享
保
庚
子
之
春
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
信

賴
に
足
る
。

（
15
）　

註
（
７
）
前
揭
『
影
印
日
本
隨
筆
集
成　

第
三
輯
』
五
〇
八
頁
以
下
。

（
16
）　

同
前
、
四
八
九
頁
。

（
17
）　

同
前
、
四
七
六
頁
。

（
18
）　
『
竹
山
國
字
牘
』
下
（
松
村
文
海
堂
、
一
九
一
一
年
）
十
九
丁
裏
。

誤
字
は
大
阪
大
學
懷
德
堂
文
庫
藏
『
竹
山
國
字
牘
』
に
よ
り
訂
正
し
た
。

（
19
）　

菱
川
秦
嶺
と
「
正
名
」
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
梅
澤
註
（
１
）
前

揭
論
文
と
高
橋
註
（
１
）
前
揭
論
文
を
參
照
。
秦
嶺
は
尾
籘
二
洲
と
の

交
流
が
深
く
、『
正
名
緖
言
』
の
序
は
二
洲
が
書
き
、
秦
嶺
の
子
は
二

洲
の
敎
え
を
受
け
、
秦
嶺
の
墓
碑
銘
も
ま
た
二
洲
の
筆
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
繫
が
り
も
大
き
い
の
だ
ろ
う
。

（
20
）　
『
日
本
經
濟
叢
書
』
卷
十
六
（
日
本
經
濟
叢
書
刋
行
會
、
一
九
一
五

年
）
一
三
七
頁
。

（
21
）　

註
（
７
）
前
揭
『
影
印
日
本
隨
筆
集
成　

第
三
輯
』
四
七
九
頁
。

（
22
）　

同
前
、
四
七
八
頁
。

（
23
）　
『
近
世
儒
家
文
集
集
成　

第
十
卷　

靜
寄
軒
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一

九
九
一
年
）
一
三
三
頁
。

（
24
）　
『
日
本
經
濟
叢
書
』
十
六
卷
（
日
本
經
濟
叢
書
刋
行
會
、
一
九
一
五

年
）
二
六
七
頁
。

（
25
）　

註
（
18
）
前
揭
『
竹
山
國
字
牘
』
下
、
二
十
一
丁
表
。

（
26
）　

註
（
20
）
前
揭
『
日
本
經
濟
叢
書
』
卷
十
六
、
一
一
二
頁
。

（
27
）　

註
（
18
）
前
揭
大
阪
大
學
懷
德
堂
文
庫
藏
『
竹
山
國
字
牘
』。

（
28
）　
「
正
名
」
が
儒
者
の
み
な
ら
ず
國
學
者
を
も
卷
き
込
む
議
論
で
あ
っ

た
こ
と
は
高
橋
註
（
１
）
前
揭
論
文
と
河
合
註
（
１
）
前
揭
書
が
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

（
29
）　
「
正
名
」
で
の
議
論
が
性
靈
派
と
通
じ
る
こ
と
は
、
既
に
梅
澤
註

（
１
）
前
揭
論
文
が
、
い
わ
ゆ
る
寬
政
朱
子
學
派
に
つ
い
て
指
摘
し
て

い
る
（
七
十
四
頁
）。
梅
澤
は
日
野
龍
夫
を
援
用
し
つ
つ
、
徂
徠
學
派

に
代
表
さ
れ
る
初
期
文
人
が
、
自
身
を
社
會
で
は
無
用
の
存
在
と
し
つ

つ
虛
構
の
世
界
に
生
き
た
と
し
た
う
え
で
、
虛
構
の
世
界
を
構
筑
す
る
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手
段
と
し
て
の
古
文
辭
的
表
現
を
否
定
す
る
者
が
淸
新
派
に
、
無
用
の

存
在
と
の
自
己
規
定
に
飽
き
足
ら
な
く
な
っ
た
者
が
寬
政
朱
子
學
派

に
、
そ
れ
ぞ
れ
な
っ
た
と
す
る
。
本
稿
と
は
視
角
が
異
な
る
も
の
の
、

文
學
史
の
知
見
を
應
用
し
て
「
正
名
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
向
性

に
は
、
强
く
贊
同
す
る
。
た
だ
し
文
學
史
の
立
場
か
ら
は
、
衟
德
か
ら

の
自
立
に
文
學
の
成
立
を
見
る
と
い
う
有
力
な
圖
式
の
た
め
に
、「
衟

德
」
の
積
極
面
が
評
價
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
30
）　

大
窪
詩
佛
『
詩
圣
堂
詩
話
』
卷
一
（
茨
城
縣
立
歷
史
館
藏
刋
本
）
十

丁
表
。

（
31
）　

高
橋
註
（
１
）
前
揭
論
文
に
は
「
こ
こ
（
引
用
者
註
『
日
本
外
史
』）

に
は
「
稱
謂
」
に
過
大
な
位
置
を
付
與
す
る
と
い
っ
た
姿
勢
は
な
い
の

で
あ
る
。
竹
山
の
議
論
か
ら
の
發
展
を
讀
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。」（
六
十
三
頁
）
と
あ
る
。
秋
元
註
（
１
）
前
揭
論
文
も
『
日
本
外

史
』
が
「
混
亂
を
解
消
」
し
、「
視
點
の
純
一
性
に
よ
る
明
快
な
敍
述
」

（
一
四
六
頁
）
で
喜
ば
れ
た
と
す
る
。
黑
田
秀
敎
「
中
井
竹
山
に
見
る

懷
德
堂
の
漢
詩
文
―
逹
意
を
軸
と
し
て
―
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
敎

育
』
六
十
八
、
二
〇
一
九
年
）
も
參
照
。
齋
籘
希
史
『
漢
文
脉
と
近
代

日
本
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
初
版
二
〇
〇
七
年
）

が
『
日
本
外
史
』
の
役
割
を
特
筆
し
て
い
る
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
十
八
世
紀
を
「
雅
俗
融
和
」
と
捉
え
た
中
野
三
敏
の

見
取
り
圖
（
中
野
『
十
八
世
紀
の
江
戶
文
藝
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五

年
、
初
版
一
九
九
九
年
）
も
こ
の
變
化
に
符
號
す
る
も
の
を
持
つ
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

（
32
）　
『
中
井
竹
山
資
料
集　

下
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
九
年
）
五
九
四

頁
。

（
33
）　

上
記
の
二
語
に
つ
い
て
竹
山
は
「
國
主
ハ
全
ク
俗
稱
」（
同
前
註
、

五
七
〇
頁
）、「
我
邦
ニ
將
軍
ハ
何
モ
漢
史
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ナ
シ
」（
同

前
、
五
七
三
頁
）
と
い
う
。

（
34
）　

た
だ
し
、
竹
山
が
漢
文
を
書
く
際
、
常
に
對
外
意
識
を
缺
如
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

（
35
）　
『
賴
山
陽
全
書　

全
集
上
』（
賴
山
陽
先
生
遺
蹟
顯
彰
會
、
一
九
三
一

年
）「
外
史
例
言
」
三
頁
。

（
36
）　

黑
田
註
（
31
）
前
揭
論
文
、
ま
た
拙
稿
「
中
井
竹
山
の
名
分
論
に

つ
い
て
―
他
學
派
批
判
と
の
關
連
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
游
學259　

書
物
の
な
か
の
近
世
國
家 : 

東
ア
ジ
ア
「
一
統
志
」
の
時
代
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
二
一
年
）
を
參
照
。

（
37
）　

淸
水
光
明
に
よ
れ
ば
、
同
年
七
月
十
四
日
に
獻
納
さ
れ
た
と
い
う
。

淸
水
光
明
『
近
世
日
本
の
政
治
改
革
と
知
識
人
―
中
井
竹
山
と
「
草
茅

危
言
」』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
二
〇
年
）
四
〇
三
頁
。

（
38
）　

猪
飼
敬
所
は
詩
文
に
疎
か
っ
た
と
さ
れ
、
相
對
的
に
徂
徠
か
ら
の
影

響
が
乏
し
い
と
み
ら
れ
る
が
、
彼
が
巖
垣
龍
溪
の
、
武
家
の
職
名
は
飜

譯
不
要
で
、
國
內
で
の
呼
稱
を
直
書
す
れ
ば
足
る
と
い
う
意
見
を
賞
贊

し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
秋
元
註
（
１
）
前
揭

論
文
一
四
〇
頁
を
參
照
。
ち
な
み
に
『
操
觚
正
名
』
で
龍
溪
は
、
直
書

で
は
「
唐
人
」
が
誤
解
す
る
と
の
批
判
に
對
し
「
儒
者
の
文
章
は
唐
人

の
爲
に
し
て
作
る
に
非
ざ
る
也
。」（『
續
日
本
儒
林
叢
書
』
第
二
册
、
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二
〇
頁
）
と
言
う
。

（
39
）　

梅
澤
註
（
１
）
前
揭
論
文
、
秋
元
註
（
１
）
前
揭
論
文
を
參
照
。
ま

た
辻
本
雅
史
『
近
世
敎
育
思
想
史
の
硏
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九

○
年
）
は
、「
正
名
」
と
の
關
連
が
深
い
正
學
派
朱
子
學
が
、
徂
徠
學

を
否
定
的
媒
介
と
し
て
成
立
し
た
と
指
摘
し
た
。

（
40
）　
『
學
問
源
流
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
刋
本
）
二
十
五
丁
裏
。

（
41
）　

拙
稿
「
十
八
世
紀
前
半
の
朱
子
學
者
に
つ
い
て
―
徂
徠
以
後
の
朱
子

學
者
―
」（
土
田
健
次
郞
敎
授
退
職
記
念
論
集
刋
行
委
員
會
編
『
朱
子

學
と
そ
の
展
開
―
土
田
健
次
郞
敎
授
退
職
記
念
論
集
―
』
汲
古
書
院
、

二
〇
二
〇
年
）
を
參
照
。

（
42
）　

作
文
會
に
つ
い
て
は
賴
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
學
派
の
硏
究
』（
溪

水
社
、
一
九
八
六
年
）
一
一
七
頁
以
下
を
參
照
。

（
43
）　

註
（
23
）
前
揭
『
近
世
儒
家
文
集
集
成　

第
十
卷　

靜
奇
軒
集
』
一

三
七
頁
。

（
44
）　

註
（
18
）
前
揭
『
竹
山
國
字
牘
』
下
、
一
丁
表
。

（
45
）　

同
前
、
上
、
十
丁
裏
。

（
46
）　
『
默
識
錄
』（
松
雲
堂
、
一
九
三
三
年
）
卷
五
、
一
六
丁
裏
。

（
47
）　

梅
澤
註
（
１
）
前
揭
論
文
一
〇
〇
頁
以
下
。

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
正
名
、
名
分
、
稱
謂
、
朱
子
學
、
荻
生
徂
徠
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